
- 1 - 

 

別記第 1 号様式（第 7 関係） 

会 議 録 

附属機関又は 

会議体の名称 
第２回豊島区地域包括支援センター運営協議会 

事務局（担当課） 保健福祉部 高齢者福祉課 

開催日時 平成２８年 ３月 ２５日 午後６時～午後 8 時 

開催場所 豊島区役所(新庁舎)  ５０７・５０８会議室 

議 題 

（１） 平成２７年度事業計画表に基づく取り組みと成果について 

（２）平成２７年度介護予防支援業務委託事業所の承認について 

（３）その他 

公開の 

可否 

会 議 

 一部非公開 

（理由）委託法人の選定等の議事については公正・中立性を確保す

るため非公開とする。 

会 議 録 公 開 

出席者 

委 員 
神山 裕美、後藤 好見、伊藤 美智江、岸川 和文、 

髙橋 清輝、香川 美里、下倉 千恵子（敬称略） 

幹 事 
福祉保健部長、福祉総務課長、介護保険課長、高齢者福祉課長、

地域包括ケア推進担当課長 

そ の 他 

菊かおる園地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

東部地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

中央地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

ふくろうの杜地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

豊島区医師会地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

いけよんの郷地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

アトリエ村地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 

事 務 局 
高齢者福祉課係長（基幹型ｾﾝﾀｰ）、高齢者福祉課係長（管理） 

高齢者福祉課主査（基幹型ｾﾝﾀｰ）、高齢者福祉課主査（管理） 
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欠席者 委 員 瀧井 達子、香川 美里（敬称略） 

審 議 経 過 

No1 

< 開 会 > 

事務局： 定刻となりましたので、平成２７年度第２回豊島区地域包括支援センター運営協

議会を始めさせていただきます。 

  本日は、年度末のお忙しいところ、お集まりいただきまして、まことにありがと

うございます。皆さん、今回は２年の任期の、今回が最終回となります。２年間、

本当にありがとうございました。今回も、どうぞよろしくお願いいたします。 

  では、まず開会に先立ちまして、資料の確認をさせていただきます。 

  運営協議会と書いてある１ページ目が次第のもの、それから資料２の別添という、

レーダーチャートになっているもの。それから少し厚目の事業計画表という、３点

を送らせていただいています。よろしいですか。 

  それでは、早速始めていきたいと思います。ここから、進行は会長にお願いいた

します。よろしくお願いいたします。 

会 長： 皆様、年度末でお忙しいところをご参加いただきまして、ありがとうございます。

今、お話がありましたように、この包括センターの運営協議会も、今年度最後とい

うことですが、また、新年度につきましても、ぜひ皆様のご参加、ご協力をお願い

したいと思っております。 

  包括支援センター運営協議会については、２３区の中でも、形式だけの会議であ

るとか、十分に機能してないところもある、よその区からも伺いますが、豊島区の

場合、行政がマネジメントしながら、こういった会議を定期的に開催していただき、

なおかつとても中身の濃い内容になっているところは、ほかの区にもないすぐれた

特色ではないかと思います。ぜひ、そういった場の中で、委員の皆様方からも、よ

り建設的なご意見、ご要望等をいただきながら、またよい包括支援センター運営に

生かしていければと思っております。 

  それでは、議事に従いまして進めさせていただきたいと思います。 

  資料が多いので、区切りながら進行したいと思います。 

 

< 議 事 > 

（１） 平成２７年度事業計画表に基づく取り組みと成果について 

会 長： それでは、初めに、議事（１）平成２７年度事業計画表に基づく取り組みと成果

について。事務局より説明をお願いいたします。 

事務局： それでは、平成２７年度の取り組みと成果につきまして、私からご報告をさせて

いただきます。 

  前回まで、各包括支援センターから順番にご報告させていただいていましたが、
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時間の関係もございますので、私のほうから一括して説明いたします。その上で個

別のご質問等あれば、包括支援センター職員にご質問ください。 

審 議 経 過 

No2 

 まずは菊かおる園高齢者総合相談センターについてです。 

 まず、２７年度に最も力を入れて取り組んだのは、健康長寿医療センター研究所

の研究事業「住民との協働による介護予防のまちづくり」への協力、実践です。 

  取り組んだ背景、経緯ですが、菊かおる園圏域を対象に「住民との協働による介

護予防のまちづくり」という研究事業を健康長寿医療センター研究所が昨年度から

実施しているところです。今年度は、介護予防リーダー養成とリーダー活動の企画

準備段階ということで、菊かおる園高齢者総合相談センターは、研究所や豊島区の

ほか、地域の関係機関と連携して支援調整をしてきているというところです。具体

的な取り組みですが、健康長寿医療センター研究所や支援する関係機関、リーダー

代表者が参加して、毎月開催する「まちづくり検討会議」に出席されたと。介護予

防リーダー養成講座と、その後のグループ活動の企画準備を支援調整、２月には「リ

ーダーの取り組みと活動課題」をテーマにした地区懇談会を開催し、地域への周知

と協力依頼を支援しました。結果と評価は、介護予防リーダーが養成され、それぞ

れ４グループの活動が現実的になりつつあり、地域への周知が進み始めたところと、

大変勉強になる研究事業だが、かかわり方や支援調整の難しさを感じているという

こと、住民主体の地域活動を展開する上で、会場や経費をどう確保するのかなどの

課題が確認できたということです。それから２８年度に向けて力を入れたいことは

「医療・福祉・介護・地域」のネットワーク構築です。課題として感じていること

としては、地域の介護支援専門員においては、実務経験５年未満のケアマネ、医師

や訪問看護師との連携不足が質的・量的調査によって明らかになったと。医療との

連携に関して、地域の医療機関、介護保険事業所及び地域住民の連携による適切な

医療へのつなぎや、ネットワーク構築をすることで、区民の安心・安全な在宅生活

を維持することが必要であるということで、目指すべき到達点として、「医療・福祉・

介護・地域」おのおのの役割を理解し、ネットワーク構築ができているということ

です。具体的な取り組みとしましては、医師会と共同し、地区懇談会を開催し、顔

の見える関係づくりを行い、そこから抽出された課題について検討していく。そこ

からネットワーク構築につなげていくということでございます。 

  続きまして、東部高齢者総合相談センターです。 

 ２７年度に最も力を入れて取り組まれたことは、周知とネットワークづくりとい

うことですが、これは２５年度、一時移転等あり、圏域が東西に広いため、センタ

ーの存在が地域に十分周知されていないといった課題がある。また２６年度の地区

懇談会では、民生委員、町会の一部、区民ひろば職員、ケアマネジャーなど、関係

者が限られていたため、地域課題が共有し切れていない。また、地域課題が異なる
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地区を合同で開催していたと、そういう課題があった。また、今年度は酷暑の影響

で、地域につながっていない独居男性や認認介護、老老介護、老障世帯の相談が相 

審 議 経 過 

No3 

次いで、熱中症訪問や退院時の調整で、ごみ屋敷が発覚した。また、区境、地形、

道路の関係で、予防通所介護の５０％が他区のサービスを利用されていると、総合

事業等により、今後、利用上の地域格差が生じることが危惧される。具体的な取り

組みとしまして、周知活動として、マップ入りの包括ＰＲポスターを作成、掲示を

関係機関に呼びかけたと。センター表示を大きく掲示し、周辺に案内板設置を打診

したということです。出前講座先を新規に開拓して、包括や区重点周知項目を身近

な地域で案内する出前講座が多く開催されたということです。それから、地区懇談

会ですが、地域課題をより多くの地域住民、関係者と共有し、顔の見える関係構築

を目指した。地域や相談のデータを可視化し提示。課題を共有した。課題の優先順

位が異なるため、駒込地区と巣鴨・南大塚地区の２地区で開催して、新規の関係者

等には訪問をして、参加依頼をした。東部介護支援専門員連絡会と協働でケアマネ

地区懇談会の開催。横の連携と質の向上を目的に、管内介護サービス事業所交流会

を医師会共催で新規に開催されたということでございます。結果と評価としまして

は、まず、１につきましては周知活動ができたと。包括ＰＲポスター掲示協力団体

５０カ所以上に、協力いただき、連携ができたと。出前講座先は、新規２カ所開拓

して、２１回の出前講座を開催。地域団体への認証ケアパス周知説明会は、延べ３

８０人以上が参加されたということです。また、２につきましては、顔の見える関

係ということで、地区懇談会、７回開催されたということで、駒込地区と巣鴨・南

大塚地区の懇談会参加者の半数が新規で、もともとの関係者の参加もふえ、地域の

医療関係者、障害施設関係者、商店会役員、区民サポーター、地域ボランティアな

ども参加。駒込地区は「情報発信」、巣鴨・南大塚地区は「シニア世代の男性の居場

所・社会参加」について継続協議されて、延べ３０７人が参加して、ネットワーク

化への一歩を踏み出した。また事業所交流会は積極的な参加があり、今後も継続さ

れる。２８年度に向けて力を入れたいと考えていることとして、ネットワークの強

化で、課題として感じていることは、地域課題への取り組みですが、地域住民、特

に老老介護、認認介護、老障世帯、独居男性などに必要な情報が届きにくい。また

は、シニア世代男性の地域での活躍を期待しているが、地域につながる仕組みや情

報を得られる場の周知が十分ではない。ケアマネジャーに比べて介護事業所職員は、

横のつながりやスキルアップの機会が得にくい状況である。しかし、実際は求めて

いるという課題がある。目指すべき到達点として、駒込地区における情報発信のツ

ールを検討し、関係機関ネットワークで情報を収集し、発信する。男性限定のサロ

ンを地域に周知し、参加者をふやし、定期開催できる。サロンサポーターが地域関

係者と協力して、主体的に運用できる。また、参加者のニーズを引き出し、つなが
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りやスキルアップの場が持てる。最終的には、参加者が学習会、交流会を企画・立

案できるといったところが、目指すべきところということです。その具体的な取り 

 

審 議 経 過 

No4 

組の要として、地区懇談会を継続実施し、地域ネットワークを強化していく。駒込

地区の課題「情報発信」について、具体的な仕組み・ツールを作成する。 

巣鴨・南大塚地区の課題「男性の居場所、地域につながる場」の活動の一つとして、

男性限定のサロンを２８年４月から実施。介護事業所、学習会、交流会の継続実施。

ケアマネジャーも参加し、４、７、１１月に実施されるということでございます。 

 次に中央高齢者総合相談センターです。 

 ２７年度最も力を入れて取り組んだこととしまして、早期発見・早期対応及び予

防への取り組み強化ができる仕組みづくりです。取り組んだ背景、経緯としまして、

高齢者福祉の身近な相談窓口機能を持つ機関として、住みなれた地域で、その人ら

しい暮らしを支え、常に最善の利益を図るために業務を遂行している。必要な人に

適切な支援が届くよう、ケースの発見がおくれることで重度化・複雑化等のリスク

を招くことのないように、職員ひとり一人が課題分析する力を高め、地域における

ネットワークの構築を目指しているというところです。具体的な取り組みとしまし

て、目標達成のための手段として地域ケア会議の効果的な開催をすべく、職員の理

解を深めるところから取り組みが行われたと。予防的な働きかけとして出張相談会

を開催し、まだ介護の必要ない方への啓発や、気づいたときの相談窓口として高齢

者総合相談センターや見守り支援事業担当について紹介したと。あわせて、アウト

リーチ対象者の訪問により、閉じこもりや拒否的な利用者への働きかけを優先的に

実施したということです。結果と評価としましては、地域ケア会議では、認知症を

テーマに民生委員・居宅介護支援事業所・警察・金融機関等による懇談を実施し、

認知症の方を見かけたときにできることや課題の共有を行って、ネットワーク構築

に役立てた。同時に、ちょっと気になるだけで相談していいのか、気づいたときに

どこに相談すべきか等の悩みについて、早目に相談することが重要であるというこ

との周知をすることで、関係者からの相談が入りやすくなってきたということです。

出張相談会では個別相談は多くないが、関心は寄せられており、継続的な開催が有

効であると考えている。２８年度に向けて力を入れたいということとしては、地域

住民との連携及び活動支援の強化で課題としましては、地域住民に対して、介護予

防や認知症に関する啓発活動が必要であるということ、地域ケア会議等で明らかに

なった地域課題への取り組みを具体的に開始することが必要ということです。目指

すべき到達点としては、地域ケア会議の開催方法を工夫し、地域課題の解決に向け

た具体的な話し合いの場ができている。介護予防サポーターや認知症サポーターの

活動についても、主体的で効果的な取り組みができるよう支援を行っているという
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ことです。具体的な取り組みは、２７年度中に明らかになった地域課題を「ことぶ

き通信」等で地域にフィードバックし、課題解決のための小規模な地域ケア会議を 

審 議 経 過 

No5 

定期的に開催し、具体的な取り組みに結びつけると。同時に、地域への啓発活動は

継続して実施し、地域課題の把握や早期発見のための関係づくりも行う。サポータ

ーとの懇談会等を実施し、参加者の増加や次の地域支援につなげるための取り組み

ができるように、企画運営についての助言等を行うというものです。 

 次にふくろうの杜高齢者総合相談センターです。 

  ２７年度最も力を入れて取り組んだこと。地域住民が継続して介護予防に取り組

める地域づくりということです。取り組んだ背景、経緯としましては、介護予防サ

ロンの主催や地区懇談会、祭りの参加などを通して地域住民の声で、「顔の見える関

係を築きたい」「地域デビューしたい」「気軽に集える場が欲しい」などの意見を聞

く機会がふえた。そのような流れの中で、「住民の声を形にできないか」「包括だけ

でなく、ほかの団体とも協力できないか」という思いを持った。その具体的な取り

組みとして、サロンが「場」として定着するよう、住民、関係者に広報を行った。

住民主催のサロン、地域内のコミュニティースペースとも関係を維持し、講習など

の講師を行った。としまアートステーション構想と共同で、地域包括支援センター

のあるオリナスふくろうの杜１階に「ふらっと文庫」を開設した。ふらっと文庫開

設のお知らせを近隣の町会長へ届けて挨拶をした。「包括の建物が何をやっているか

よくわからない」「建物に入りにくい」という声もあったため、という理由も説明し

たところ、強くご賛同いただいたということです。結果と評価としましては、ふく

ろうサロンは参加者、サポーターによる住民の誘い出しも多く、登録人数３０名ほ

どで経過された。サポーターも年々主体的に参加されるようになり、来年度はＮＰ

Ｏのバックアップでサロン運営を行うことになった。おとこのサロンは常時１０名

以上が参加されるようになったということで、男性サポーターも参加され、男性の

場として定着してきたということです。ふらっと文庫や祭りを通して、ほとんどの

町会長に挨拶を行うことができた。２８年度に向けて力を入れたいことは、地域住

民が継続して介護予防に取り組める地域づくりということです。課題としましては、

さらに地域の声を聞いて、情報を収集する必要があると感じられていること、目指

すべき到達点として、住民や地域の関係機関とコミュニケーションがとれてネット

ワークが有効に作動する状態としたい。それに対する具体的な取り組み案としまし

て、「御用聞き」をテーマに、まめに地域の声を聞いていきたいとスタッフ間で話し

ている。 

  次に、豊島区医師会高齢者総合相談センターです。 

２７年度に向け最も力を入れて取り組んだことは、地域住民とともに地域との連携

を強化し、高齢者が安心して生活を継続するために、見守りや支え合いの体制づく
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りをするということです。取り組んだ背景、経緯としては、重点的実施方針の四課

題として捉えたと。独居男性高齢者の場合に、かなり困難な状況となり、相談につ 
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ながるケースが多いことなども共有されたと。地域ケア会議により、孤立しがちな

方たちが地域との交流を持てるような環境づくりを進めていきたいとの声も聞か

れ、２回目の地域ケア会議にて地域の方が集まることができる場所の確保と、手伝

っていただける体制づくりの相談が行われたということです。結果と評価としまし

ては、来年度に向け、住民や事業所による介護予防サロンを立ち上げることを目標

とすることができたと。地域の関係者とのネットワークづくりにも役立っており、

社会資源の掘り起こしが期待できるということです。それから、２８年度に向けて

力を入れたいと考えられていることとしましては、職員全体の能力向上ということ

で、課題としましては、制度が変わっていくことに対し、職員全員への周知をして

いきたいため、研修の必要性を感じられているということです。目指すべき到達点

としては、積極的な研修への参加や情報収集により、職員全員の共通理解が得られ

ているということ。具体的な取り組み案として、地域ケア会議の開催数をふやして

いく。サロン立ち上げのチームをつくり、活動する。場所の確保や利用できる社会

支援を地域のマップづくりに役立てるということである。 

次にいけよんの郷高齢者総合相談センターです。 

 ２７年度、力を入れた取り組んだこととしては、認知症高齢者・介護者の支援体

制の構築です。取り組んだ背景、経緯として、「認知症についての理解を深めるため

の啓発活動の継続的実施と、認知症高齢者・介護者の豊かな生活を支える憩える居

場所等の拠点開拓、強化」を目標に、当法人の障害者施設と併設のデイサービスと

の連携が可能という強みを生かして認知症カフェでの相談支援体制の構築を目標と

して行われたと。包括のキャラバンメイトを中心に認知症サポーターを養成し、サ

ポーターが活躍できる場を提供していくことを目標にされたということです。具体

的な取り組みとして、事業部内デイサービスいけよんの郷認知症デイと協働して、

月２回の認知症カフェ「アートカフェ」を共催し、認知症の利用者・介護者の実態

の把握、相談支援が行われたと。包括内のキャラバンメイトが講師となり、外部の

老人ホームや併設特養内での講座を開催されたと。また、小学生を対象としたジュ

ニアサポーター養成講座にも積極的に参加された。認知症カフェ「アートカフェ」

で認知症サポーター養成講座を開催し、認知症の周辺症状への対応方法への情報提

供や学習の場を提供し、実際に認知症サポーターとしてカフェでの活動に参加して

もらえるようになったということです。結果と評価としましては、地域の認知症高

齢者の憩いの場として、地域高齢者や介護者の定期的な交流の場をつくることがで

きたと。来年度は、地域の認知症高齢者を支える家族向けに、悩みや思い、経験等
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を話し合い、交流を図る場として機能させる。医療機関との連携により専門的な相

談ができるような体制を再検討していくと。また、認知症サポーターや地域福祉サ 
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ポーター等の活動の場として定着していけるようにしていきたいということです。

２８年度に向けて力を入れたいこととしましては、小単位の生活圏域における地域

包括ケアシステムの確立ということで、課題としては、地域包括ケアシステムの実

施に向けた牽引役としての役割強化ということです。医療・介護・福祉の専門分野

での連携に加えて、地域住民や民間の活力を含めた「地域包括ケアシステム」の実

施に向けて、地域の中でのさらなる連携体制の構築が求められていると。目指すべ

き到達点として、いけよん包括圏域の中で「多職種連携システム」における地域の

医療・介護・福祉の連携の流れをつくり、より地域の特性等を踏まえた問題や課題

について、地域の中で解決していける力をつけると。まず、小単位の生活圏域にお

ける地域包括ケアシステムというものを確立していくということです。具体的な取

り組みとしては、医療分野での連携に加えて、地域の中で介護・福祉の連携の流れ

をつくるため、包括の社会福祉士を中心に医療機関や訪問看護ステーション、ケア

マネジャー事業所、介護サービス事業所、高齢者施設、障害者施設等の地域ネット

ワークを構築して勉強会や地域ケア会議などの具体的な取り組みが自主的に行われ

て、生活圏域の中で定着していくよう働きかけていくということです。 

  次に、アトリエ村高齢者総合相談センターです。 

 ２７年度、最も力を入れて取り組んだこととしましては、「シニアさえあいのステ

ッカー」ということです。取り組んだ背景としましては、「こども１１０番の高齢者

版があったらいいよね」という商店会長の一言がヒントになって生まれた「シニア

さえあいの店」ステッカーから始まり、昨年度より継続して取り組んでいると。「街

で困っているような人を見かけたらステッカーのお店の人に教えてください。お店

の人が高齢者総合相談センターに連絡してくれます」が活動の趣旨ということです。

具体的な取り組みとしまして、ステッカー委員会を毎月開催して、活動の方針を全

員で決定している。上半期「シニアささえあいの輪」、一般家庭や施設向けのものと、

「シニアささえあいの自転車」、自転車のかごにつけるものを新たに制作して、普及

に努められた。同時期に、「シニアささえあい新聞」や「ささえあいの店マップ」も

発行された。下半期は、活動を南長崎地区にも広げるべく、南長崎地区の町会長さ

んにお願いし、町会理事会、南口商店会連合会の集まりに参加させてもらい、宣伝

に努められたと。年末にステッカーのお店にインタビューを行い、実際に問い合わ

せはあったか、手助けが必要なお客様はいるか、そのときはどういった対応をして

いるかなどのアンケートをされたということです。結果と評価としましては、アト

リエ村への連絡はほとんどなかったと。しかし、アンケートの結果からは、実際に
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手助けが必要なお客様がおり、お店の人が日常的に必要な援助を行っているさまが

よく見えたということです。それから２８年度に向けて力を入れることは、南長崎 
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地区でのアトリエ村の知名度を上げるということです。課題としましては、アトリ

エ村の知名度、包括としての活動が、長崎地区、西武線の北側に集中しているよう

に感じられるということで、南長崎で知らない方がいらっしゃると。目指すべき到

達点としては、南長崎地区でのアトリエ村の知名度を上げ、「相談はアトリエ村へ」

を浸透させるということです。具体的な取り組み案としましては、アトリエ村会議

室において年２回開催する地区懇談会を南長崎地区においても行うと。今年度は、

地域福祉サポーターにも出席してもらったが、より多くの方に出席してもらう。ま

た、町会、商店会とのつながりをさらに強化すべく、集まりには定期的に出席させ

てもらい、支え合い活動や包括本体の報告を行う機会をつくるということです。 

最後に、西部高齢者総合相談センターです。 

  ２７年度、最も力を入れたこととしましては、精神保健福祉関連の基礎的な知

識を身につける、地域の実態を知るということです。取り組んだ背景としまして、

精神障害関連の事例に苦慮されていると。対応困難と感じるケースの多くに、本人・

家族に何らかの精神的な疾患があると思われると。その場合、アプローチができず、

支援が立ち行かないケースがある。民生委員などから、精神疾患がある方への対応

について相談を受けられたと。自分たちの知識技術が、不足かつ苦手意識もあり、

精神障害を一くくりに見ているところもあるということです。具体的な取り組みと

して、三職種、見守り支援事業担当、ケアマネジャーが分担して精神保健福祉関連

の研修に参加されたと。地域ケア会議にて専門機関を講師に民生委員らを対象に「精

神障害を理解する」研修を実施。それからケア会議に先立ち、管轄内全民生委員・

ＣＳＷやら関係機関にもインタビューの実施、ケアマネさんにもアンケートを実施

した。「こころまつり」にボランティアとして参加。それから長期にわたる支援が必

要な対象者については、全職員がかかわられたということです。結果と評価としま

しては、精神保健福祉関連の基礎的な知識を身につけたことで、対象者の理解に役

立っていると。民生委員らは、精神障害のある方との接点が既にあること、前向き

に取り組んでいきたいと考えていることなどがわかった。精神保健福祉に関連する

西部・アトリエ地区の地域性を知ったと。ケア会議参加者から、「地域にある支援機

関や制度の存在を知ってよかった」というような声があったということです。２８

年度に向けてですけれども、地域住民の認知症に対する理解を広げるということで

す。課題としましては、地域住民の認知症に対する理解が十分でないと。サポータ

ー養成講座開催などにより、民生委員や町会には浸透してきているが、住民までは

なかなか広がっていない。地域で暮らす方への見守りの目が必要だが、十分ではな
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い。目指すべき到達点としては、認知症の方と触れ合う機会が多い人たちに、認知

症の理解と対応を知る機会をつくり、新たな社会支援を開拓できているということ 
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です。具体的な取り組み案です。店舗等において、「認知症の気づきのポイントや対

応方法について」わかりやすく説明しながら配布するオリジナルの資料をつくる。

相談窓口を周知する。認知症介護にかかわる機関と一緒に、具体的に活用できる情

報を集めてマップを作成する。認知症カフェの立ち上げから定着までをサポートす

る。町会などを中心に、認知症サポーター養成講座を引き続き開催するということ

である。 

  以上です。 

会 長： どうもありがとうございました。 

  まとめて全ての包括の説明をいただきましたので、いろいろ、わかりにくい点と

か、あるいはもう少し詳しく聞きたいとか、あとご質問などありましたら、ぜひい

ろいろ出していただければと思います。いかがでしょうか。急に質問と言われても

困ると思いますので、私のほうから質問させていただいている間に、ぜひ皆様もま

とめていただければと思います。それぞれの包括、いろいろ頑張ってらしてるんで

すけれども、いけよんの郷のほうですね、今、要旨として発表してくださった６ペ

ージ目のところで、２８年度に向けての小単位の生活圏域における包括ケアシステ

ムの確立があります。ここに牽引役としての役割を強化したいということが書いて

あるのですが、このあたりをもう少し説明していただけますでしょうか。 

いけよんの郷地域包括支援センター： こちら地域包括ケアシステムの構築に向けてという

ことで、いけよんの郷では、医師会、薬剤師会、歯科医師会の先生方、それと介護

事業所、ケアマネジャーさんであるとか、地域の住民の方、民生委員さんとか町会

長さんとか、皆さんと一緒に会議を持つことを始めております。２７年度につきま

しては、とにかく顔を合わせようということで、顔合わせ会みたいなものを続けて

いましたが、今年度、２８年度に関しては、実際、これから支援、ケアを必要とす

る高齢者の方、そういった方に、どのようにアプローチしていけばいいかというこ

とで具体的に動き出そうと思っております。そのあたりを、このような形で内容を

書かせていただいています。以上です。 

会 長： ありがとうございます。これまでネットワーク構築ですとか、あるいは住民の地

域ニーズの把握だとか、あるいは周知活動だとかやってきたことの一つの集大成と

して次のステップに移っていることかと思いますけれども、やはり、専門職連携の

部分と、住民や、民間活力の部分を、一つの線の中でつなげていこうというところ

では、今後、包括ケアが目指している方向と合致してきます。ぜひ、こういうとこ

ろをより一層進めていただきたいと思います。 
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 そのほか、ご質問とかご意見とか、いかがでしょうか。 

委 員： では、順に１ページ目からということで、菊かおる園さんの、長寿さんの研究所 
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との連携ということで、結果として、勉強になったけれども、かかわり方、支援調

整の難しさを感じたということで総括されているんですけど、これを具体的に教え

ていただければと思うんですけれども、よろしくお願いいたします。 

菊かおる園地域包括支援センター： 難しさなんですけれども、健康長寿医療センター研究

所のほうとして、結構理想論を言ってくる感じなので、やはり実際、現場では、い

ろんな機関との配慮とか根回しとかが必要だったり、参加する介護予防リーダーさ

んへの精神的支援とか、そういったことがありまして、やはり現場に近い包括が、

そういったリーダーさんの精神的支援をしたりとか、町会とか自治会とかの配慮と

か根回しとかをしてきましたので、そういったかかわり方、役割として、我々がそ

ういう役割を担ったんですけれども、結構難しいところがあるかなというところを

感じました。以上です。 

委 員： ありがとうございます。 

  あと、こちら３年間ということで、来年度も続くということで、具体的に何か取

り組みの予定とかは立っているんでしょうか。 

菊かおる園地域包括支援センター： リーダーさんが４グループに分かれまして、それぞれ

の活動を地域で今度展開、４月から展開していきますので、我々が一応、その３カ

所を集めたり、ＰＲしたり、また活動する介護予防リーダーさんの相談を受けたり

とか、活動自体の支援を一緒にしていくということを考えています。 

委 員： ありがとうございます。 

会 長： そのほか、ご質問とかご意見とか、いかがでしょうか。 

委 員： この事業、興味があるんですが、今のお話ですね、健康長寿さんの。４グループ

に分かれたというのが、どういうふうに分かれたのかわからないので。たしか地域

は二つに分けられていて、リーダーを置くところと置かないところに。最後の３年

目は、両方ともにリーダーを回して、差がないようにもとに戻すという、そういう

検討だったと思うんですが、４グループというのは、どういうふうに分けるんです

か。 

菊かおる園地域包括支援センター： 最後の３年目は、その地域を半分に分けた半分のほう

だけでリーダーさんが活動するという形になります。３年目の最後に、活動を行っ

た地域と活動していなかった地域の住民の方、高齢者の方の、また健康チェックを

しまして、どのような違いが出るかというのをはかるということだそうです。半分

の側のほうで活動するんですけれども、４グループになりまして、一つは、今まで

我々が包括のほうで主催をしていたほほえみサロンという介護予防サロンをＮＰＯ
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法人に移行するんですけれども、実際にはリーダーさんたちが企画運営をしていく

という状況で継続していくということになりました。それから二つ目は、体 
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操と吹き矢をするグループが一つです。それからもう一つは、地域での課題が低栄

養というのがありましたので、栄養サロンというのを行うグループが一つあります。

それから最後ですけれども、これは屋外で体操と中山道の花があるんですけれども、

その水やりをするグループですね、それをとじこもりの方とかに声をかけまして、

一緒に行うという、その四つのグループになりました。 

委 員： グループは、よくわかりました。いろんなおもしろい取り組みだと思うんですが、

たしか僕の記憶だと、最後、何の介入もしなかったところを残しちゃいけないとい

うんで、介入してないところにも同じような事業を持っていくというお話を聞いて

いたんですが、それはなくなってしまったんでしょうか。 

菊かおる園地域包括支援センター： 健康長寿さんの話では、途中で変わったのかもしれな

いですけども、３年目も半分のほうだけで活動して、その研究事業が終わった後は

全体の地域でやっていいですよという話になっています。 

委 員： ありがとうございました。わかりました。 

会 長： この研究事業に参加することは、とても意義のあることなんですけれども、住民

の方々の視点からこの事業にかかわるメリットというのは、どんなことがあったん

でしょうか。 

菊かおる園地域包括支援センター： 住民の中からリーダーさんが参加になっていますので、

本当に参加する方自身のためにもなりますし、そういった方が地域にふえることに

よって、周りの方々も影響を受けて、介護予防の意識が高まっていくというのを感

じています。 

会 長： あと、こういう調査を受けるときの調整が非常に大変だったということを今おっ

しゃっていましたけど、そういうことも、この健康長寿センターには返しているん

ですよね。 

菊かおる園地域包括支援センター： 毎月、まちづくり検討会議という、リーダーさんも含

めて支援している関係者が集まって会議する場がありますので、そこでいろいろ状

況を伝えて、またメールも使って情報共有をしています。 

会 長： そういう意味で、とても、この研究事業に協力をされているので、委託料を逆に

もらってもいいんじゃないかというくらいなんですが、そういった見返りはあるん

でしょうか。 

地域包括ケア推進担当課長： 区として協力する意味があったのかというご質問ですか？ 

会 長： いや、意味はあったと思うんですけれども、いろいろ職員の方々が、この研究事

業のために、勉強にもなりながらもご負担もあったようなんで、その研究事業を受
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けるに当たっての見返りですとか、委託料とか、そういった有形、無形のものが何

かあったのかどうかということの質問です。 
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地域包括ケア推進担当課長： 今回の研究事業は、健康長寿医療センターが国の受託事業と

して行った事業なので、区のほうが積極的に関与しているものではなかったんです

けれども、リーダーを養成することで、そのリーダーを請け負った方の意識が高ま

ったり、その周辺の方の意識が高まったりという効果があるということが見えてき

ていますので、来年度は、区の事業として実施をしていこうと考えております。そ

の中では、区がもっと積極的にかかわりをして、包括さんだけではなくて、区のほ

うも一緒にかかわっていくということを考えています。 

会 長： さっき、この調整のための住民の方々とのご負担がとても大きかったというとこ

ろも、やっぱり大事な研究結果の一つだと思うんですよね。ですので、そういう事

業をやって、介護予防の方々が元気になったり、住民の方々が刺激になったという

のは一つ大事な結果だと思うんですけど、それを地域で実施するための連絡調整と

マネジメントがいかに、どれだけの手間暇がかかっているのかというところも、や

っぱり区としても、あるいは包括としても、その研究結果に反映させる重要な項目

じゃないかと思います。またその結果も、また伝える場があると、またほかの包括

や、住民の方々にもメリットが、より出てくるんじゃないかと思います。 

地域包括ケア推進担当課長： ありがとうございます。健康長寿医療センターと事業を実施

していく中で、伝えていきたいというふうに考えます。 

会 長： そのほか、ご質問などいかがでしょうか。 

委 員： 菊かおる園さんに、ご質問なんですけれども、２８年度に向けて力を入れたいと

考えていること、課題として感じていることの中に、「地域の介護支援専門員におい

ては」の中で、「医師・訪問看護師との連携不足が質的・量的調査によって」という

文面があるんですが、具体的に、どういうふうな形で、それが明らかになったとい

うか、何をして連携不足というふうに判断されたのでしょうか。 

  それと、今後、具体的な取り組み案として医師会と共同してということは書いてあ

りますが、一訪問看護師として、どういうふうに、その医療的な部分をドクターだ

けではなく地域で活動されている看護師、医療職の人、ＰＴ、ＯＴ、ＳＴなどそう

いう人たちとの具体的な連携案など、もしあれば、どんなふうにお考えかというこ

とをお聞きしたいと思うんですが。 

菊かおる園地域包括支援センター： まず、連携不足への課題がわかったというのは、ケア

マネ地区懇談会を開催したときのケアマネさんからの意見とか、あとアンケートも

とりましたので、そういった調査の結果から、特に経験の浅いケアマネさんたちは、

医療、医師との連携をとってなかったり、とり方がわからなかったり、あとは訪問
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看護を使っていなかったりとか、使い方がわからなかったりという結果がありまし

たので、課題として明らかになったところです。医療との連携について、 
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これ今まで余り取り組んでなかった部分ではありますので、本当に２８年度は医療

関係者の方々とケアマネさん、介護サービス提供事業者さんと、まず顔合わせをし

て、連携のとり方も、どうやってとろうかという話し合いをしようと考えています。 

会 長： ありがとうございました。 

委 員： もう一点、続けてよろしいですか。 

  もう随分古い話で大変恐縮なんですが、ケアマネジャーの豊島区の集まりの中で、

看護職のケアマネジャーが２０人くらいの中で２人だけ参加して、症例の研修をやっ

たことがあるんですが、参加されたケアマネジャーさんの中から看護師と話がしづら

いというふうに、それは私たちが看護職とつき合いづらいというような具体的なお話

があって、ざっくばらんな会議を地域包括さんも交えてやってくださいました。その

中で私たち、やっぱり訪問看護師自身がきちっと自分たちの業務内容をもう少し皆様

にアピールし、医師会の先生方とかケアマネジャーさんたちにもう少しアピールすべ

きかと思います。例えば褥瘡は、発生する前に予防的な意味でケアマネジャーの皆さ

んが、もう発赤ができたらすぐ訪看を使っていただくというようなことを知っていて

もよいので、訪問看護ステーション自身の看護師たちの意識が、ちょっと低いかなと

いうのは、反省しております。続けて。いけよんの郷さんの中でも、２番の２８年度

に向けてということで、具体的な取り組み案の中に医療機関とか訪問看護ステーショ

ンという一文がありますので、ぜひ訪問看護ステーションも、他の事業所さんも連携

をして、在宅、ドクター、看護師、あとは訪問介護の連携を、ぜひお願いしたいとこ

ろです。 

会 長： 医療介護連携というところでは、より一層力を入れていきたいという包括からの

意見です。そのほか、ご質問、ご意見などいかがでしょうか。では、髙橋先生。医師

会の立場から。 

委 員： この会議で、昨年行われたときかな、そのときにもお話をしたんですが、東京都

が国から言われてやっている新しい事業の中に、在宅療養推進基盤整備事業というの

がございまして、正直申しまして、ある程度の金額が各医師会に落ちてきております。

その中でやるものの一つは、ＩＣＴ関係つまりＳＮＳを使った医療連携の構築という

ので、各多職種の方たちに声をかけろというのがあるんです。それとは別に、多職種

の顔が見える連携を、今まで以上にしっかりとしていきなさいというのがあります。

そこで、豊島区医師会が考えたことは、やはり圏域としましては中学校の範囲であり

ます地域包括支援センターにお願いをしようということで、まことにぶしつけではあ

ったんですが、また、ことし、皆さんのお仕事をふやしてしまって申しわけなかった
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んですが、いろいろなところに顔を出しまして、昨日も、それにかかわる会議を行っ

ております。昨日は、ＩＣＴに関係する、ＩＣＴを利用する場合の規約の説明 

 

審 議 経 過 

No14 

とかだったんですが、実際地域包括支援センターの関係の出席が多かったですね。も

っといろんな方がいらっしゃるかなと思ったんですが。地域包括支援センターとして

は、ＩＣＴを使った情報共有というのは、余りそぐわないかもしれませんが、今後は

認知症の対策などがかかわってきますので、そういったアプリとかを作成しまして、

皆さんが使いやすいようにしようというのが医師会の理事の中で話し合われている

次年度の課題でもあります。またご協力ください。ですから、今回、報告書を見てい

ただくとおわかりになると思いますが、やたらに医師会が何かやったというふうに書

いていただきまして、本当にありがとうございます。まさか、ここまでやるとは思っ

ていなかった、多分、会長は思ってなかったと思うんですが、実は会長も巻き込んで

やっております。結局、まずは、今年度はとにかく始めてみようということで、講演

とかもやっております。各圏域で、ＩＣＴに関係することとか、地域包括ケアシステ

ムに関係するような講演もしておりまして、そのほかに、地方自治体、その他が許し

てくれる予算の範囲内での会合みたいなことをやっておりまして、いわゆる楽しくお

話ができるような場をセッティングしております。すごいところで７０人近く集まっ

たところがあります。たしか、いけよんさんは、そのぐらい集まったんではなかった

でしょうか。各圏域でやっていきまして、まだ開催されてないところがあるんですが、

菊かおるさんも、多分、話が行っていると思います。たしか５月ぐらいにやるという

ふうに聞いております。非常に反応がよろしいので、来年度も頑張ってやらなきゃい

けないなと思っています。この事業は、先ほどの健康長寿さんの事業と同じように３

年間、我々が東京都のほうからお金をいただいて推進できる事業でございますので、

この前、委員会で、副会長、来年は何回会をやるって言ったらいいのと聞かれたもの

ですから、２回はやると言ってくれと言っておきました。少なくとも１回は必ずやり

ます。各地域で２回できるところがあったら、２回していただきたいと、そういうふ

うに思っております。そういった事業をしておりますので、ご理解いただきたいと思

います。その中で出てくる内容としましては、訪問看護ステーションさんや、いろん

なケアマネジャーさん、その人たちが、どんなことを考えているかとか、話せるよう

な場所を、今後築いていこうと思っております。委員がおっしゃったとおりでござい

まして、いろんなご意見があると思うんで、そんな中で、仲よくお話しして、自分が

相談できる人を見つけていただくとか、自分が声をかけられる人を見つけていただけ

る会がどんどん出来ていけばなと思っております。以上です。 

会 長： ありがとうございます。この一年間、医師会の方々が地域にアウトリーチして、

いろんな場で交流の場をつくってくださったことが、包括の方々の評価の中に入って
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きています。本当に一年前に比べるとすごい進歩したところかと思います。そのほか、

いかがでしょうか。何かご意見、ご質問など。では、お願いします。 
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委 員： 先ほどの説明で、各包括さんの事業の取り組みとか、成果とか、よくわかったん

ですけれども、ぜひ２８年度も続けていただきたいと思います。２８年度は総合事業

が始まるので、その辺で業務量が、かなりふえるんではないかなと思うんですが、そ

の辺で、各包括さんで対策とか何か検討されていればお伺いしたいと思います。 

会 長： どなたが答えてくださるのでしょうか。お願いします。 

事務局： ４月から総合事業が始まるということで、包括支援センターには、新しいことで

すので、さまざまな負担がかかってきます。単純に事務がどうこうというだけではな

くて、今後、より介護予防の視点に立ったマネジメントというのが重要になってきま

す。そこに時間を割いていただかなければいけないなと思っていまして、その分、当

然ながら、それだけのことをしっかりやっていただくためには人員等も必要だろうな

と考えているところです。２８年度に関しましては、いきなり大きくふえるというふ

うには思っていませんので、とりあえず、臨時職員１名分程度というところで増員を

図りました。しかし、今後、それで十分というふうには考えていません。後ほど、ま

たその他のところでもご報告させていただきますが今後、包括支援センターを、強化

していかなければいけないというふうに思っているところです。その総合事業も含め

て、本当に今後重要だと思っていますので、しっかりと強化していきたいと、区とし

ても考えてございます。 

会 長： ありがとうございます。よろしいでしょうか。そのほか、ご質問、ご意見などは

いかがでしょうか。 

委 員： では２ページの東部さんで、来年度に向けて目指す到達点ということで、男性限

定のサロンを開催予定ということですが、大変頑張ってやられるんだなと期待してお

りますが、具体的には、対象者がどうで、そのための取り組み内容、プログラムとか、

内容について、もしわかる点がございましたら教えてください。お願いいたします。 

東部地域包括支援センター： 東部包括としては、この２７年度の地区懇談会の第１回目の

１０月の時点で、ここに書いてございますように、地域のデータ、相談データを地域

の関係機関のより多くの皆様に見ていただいて、その中から地域課題を抽出していく

というような作業をいたしました。東部の包括の職員がプレゼンをしまして、今まで

なかなか地域の包括の中でのデータ、地域データって、なかなか見る機会がなかった

ようなんです。なんですが、町丁別に、それぞれ、高齢化指数から何から、世帯状況

から、認知症の関係、介護度の認定、地域の社会資源、さまざまなものを出させてい

ただく中で、地域課題として、「シニア世代の男性がなかなか地域に入ってこないね。

退職した方々が。」というようなご意見が町会の関係からあげられました。区民ひろば
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という高齢者の集いの場においても、やっぱり同じように女性の占有率が９割近いと。

男性が少ないですね。私どものやっている介護予防サロンについても、 
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やっぱり９割ぐらいが女性なんです。あと、介護予防事業、区のほうで推し進めてい

る事業についても、男性の参加率、かなり低いんです。そういうような実態を住民の

方々、関係者、関係機関、ここに書かれていますように、全部で延べで３０７名、ま

た、参加できなかった方も含めますと４００名以上の方々にデータを実際に見ていた

だきました。シニア世代の男性の居場所づくりだとか、地域に出てきていただきたい

とか、情報を得る場づくりなどの意見が出ました。その中でシニア世代の男性の孤立

化というのがすごくあるなということも皆さんで共有しました。第２回の地区懇談会

開催の中で、男性限定サロンを開催したいということを、地域の皆様、関係機関に申

し上げました。関係機関の皆様から、このサロンの周知についても具体的なご意見を

いただいております。「男性が、よく行かれる床屋さんとか、銭湯とか、具体的な、

そういったところにもポスターを掲示してほしい。町会の掲示板にも張ってもいい

よ。」と、そういうようなご意見もいただいたりとか、医療機関でも協力いただくと

いうことで、今回、医療機関の関係の方々も、多く参加いただきましたので、「ポス

ターを掲示していいよ。」というような意見をいただいております。そういった形で

の周知もしていくとともに、実際の地区懇談会の中で、サロンサポーターとか、地域

ボランティアとか、そういう地域の中で活躍してこられた方々の参加もいただきまし

たので、その方々が実際のところサポーターになっていただきながら、また、介護予

防事業の中で非常に活躍されていた男性とかもいますので、そういった方に声かけを

させていただきながら、サポーターさんとして頑張ってやっていただくということを

考えております。あと、今現在のところ６名ぐらいですかね、参加者ということで、

一応名簿はできておりまして、サポーターだけで六、七名います。これからさらに周

知していく中でやっていきたいと思っています。内容についても、地区懇の中で皆さ

んからかなりご意見いただいて、地域の歴史を知りたい、地域を愛すれば、やはりそ

ういったいろんな地域活動に参加したくなるんじゃないかと。あと、子どもとの交流

もしたいとか、男の料理ですね、料理教室も開催したいとか、さまざまなご意見いた

だいております。基盤となるのは介護予防の筋力アップの体操の講師ですけど、それ

以外についてはサポーターさんたちが中心になって企画運営をしていくような形の

ことを考えております。そこに包括が支援させていただくような形で、男女合同のサ

ロンが一つ。あともう一つは男性限定のサロンということで開催していきます。あと

もう１カ所、私どものほうでやっていたんですけど、それはＮＰＯが運営するという

ことで、私どもの圏域で３カ所運営していくという形になっています。 

会 長： 資源開発というところでも、いろいろと新しい取り組みをなさっているということ

ですね。あと、ほかの地域でも、認知症カフェの立ち上げとか、西部のほうでも認知
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症カフェの立ち上げから定着までをサポートするということで、８ページの来年度の

具体的な取り組み案に書いてあるんですけれども、西部の方にこの認知症カフェにつ 
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いての取り組みについて、少し説明していただければと思います。 

西部地域包括支援センター： 認知症カフェの立ち上げから定着までをサポートするという

ことを、具体的な取り組み案に入れました。実際に、本年度、地域の中で２カ所、も

う話が出ていて、地域の事業所が中心ではあるんですけれど、事業所が会場となって、

でも実際の運営は地域福祉サポーターやボランティアでふだん活躍しているような

地域住民の方に運営をお願いするような形で、今、話を進めています。そこの運営の

会議に包括も一緒に参加して、今求められていることを施設や私ども包括等専門職が

主導ではなくて、地域の方が必要と感じたことを具体的に、その方たちが実現できる

ように、どうやって、やっていくかということを一緒に考えています。１カ所は、既

に４月、この冬から会議を数回重ねまして、３月に１回お試しでやり、４月から本稼

働する予定。もう１カ所は、再来週、第１回の会議を開催して、来年度４月もしくは

５月からお試しで開催していけるような形で、今進めております。 

会 長： ありがとうございます。その２８年度の活動につながったというのは、やはりこ

の２７年度の中で書かれている知識を知るとか、地域の実態を知るというところとの

かかわりもあったのでしょうか。 

西部地域包括支援センター： そうですね。結果としてというところは大きいかと思うんで

すけれど、本当に地域に出向く機会をかなり持ちまして、全町会に回ったり、全民生

委員のところに回りながらインタビュー、今までは町会との関係もあったことはあっ

たんですけれど、一部の方のみだったのが、今年度、全町会長さんを回って、いろん

なインタビューをしたりということの中で、いろんな声を拾いながら、あとは実際に

コンビニとか、こちらからお訪ねしたりという中で、やっぱり認知症だったり精神、

今年度に上げた精神障害のありそうな方だったりと、困っていることは足を運ぶ回数

分、やっぱりだんだん出してくれるようになったので、そんな中から公的な地域ケア

会議の場だけではなくて、もう少し何か一緒にやっていきたいよねってフランクに話

せるような形にも少しずつなってきて、そういうことも功を成したのかなと、結果と

しては思っております。 

会 長： やっぱり、そこら辺がとても大事な部分で、丁寧なアウトリーチと地域アセスメ

ントの蓄積の中から必要な人材とのつながりができ、地域のニーズが把握できて、そ

して２８年度の活動につながっているというところでは、本当に丁寧に地域を回って

ニーズ把握とネットワーク形成をしていただいた成果かなというふうに思います。そ

のほか、いかがでしょうか。あと、ふくろうの杜さんですけれども、こちらも２７年

度の活動の中で、ＮＰＯのバックアップでサロン運営を行うことになったというのも
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一つの成果だと思うんですけど２８年度の中では、具体的な取り組み案としては「御

用聞き」をテーマに、まめに地域で声を聞きたいというふうなことを書いてあるんで 
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すが、もう少し詳しく話していただけますでしょうか。 

ふくろうの杜地域包括支援センター： 御用聞きという形で、いろんな声を地域の方から吸

い上げて、それに応えられるような体制づくりをつくっていきたいと思います。ただ、

いろんな声というのが、いろんな要望が出てくることだと思いますので、それを地道

に、少しずつだけでも聞いて、地域の方に還元できる、要望に応えられるように接し

ていきたいとは思っております。 

会 長： ニーズ把握は大事なんですけれども、そこが一体、その包括のどういう活動につ

ながっていくのかというところをもう少し踏み込んで、またちょっと空白も多いです

ので、ぜひもう少し書き込んでいただければ、よりよくなるかなと思います。そのほ

かいかがでしょうか。 

委 員： ふくろうさんに合わせて、今年度取り組みで「ふらっと文庫」の開設とあります

けれども、これの活動について、開設状況、利用状況とか運営状況、その他をお話し

いただけますでしょうか。 

ふくろうの杜地域包括支援センター： はい。ふらっと文庫と言いまして、まず最初に、本

を置いてあるんですが、自分が推薦できる本に少ししおりを挟んでいただきまして、

一応、こちらのほうに来ていただいて、物々交換じゃないですけど、本の物々交換み

たいにやっていく方法をとっております。最初、内覧会という形でやったときは、ち

ょうど地域にお祭りがありまして、それの関係で４０名近くの方が来園していただき

ました。ニーズ的には、最近は、ほとんどないんですが、やはり地域で少しでも憩い

の場ができるように、少しでも場所の提供、そして地域包括支援センターのアピール

というような形で場所を設置しております。また、こちらのほうなんですが、としま

アートステーションさんと協働でやっておりまして、本のレイアウト、また机のレイ

アウト等、協力をいただきまして行っているところでございます。以上でございます。 

委 員： ありがとうございます。 

会 長： その他いかがでしょうか。では、アトリエ村さんの「シニアささえあいステッカ

ー」、昨年の取り組み、とてもおもしろいと思うんですね。そして、そのステッカー

を張っていただいたお店の方にも、きちんとインタビューをして、そして包括は動い

てないけれども、住民の方々同士のつながり、支え合いの中で支援されているという

ところをきちんと確認できたというところも、とてもいいと思うんですね。それで、

２８年度の中では、南地区での知名度を上げるということですけど、北と南、線路を

挟んだだけで、そんなに知名度の違いがあったんでしょうか。アトリエ村の方に教え

てもらいたいと思います。 
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アトリエ村地域包括支援センター： 今のご質問なんですけれども、線路を挟むだけという

のは結構あると思います。あと、幅の広い幹線道路、結構それで分断されているとこ 
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ろもあるのかなというのがあります。あともう一つ、長崎地区と南長崎地区で、単身

の高齢者の数が、やっぱりちょっと違うのかなと。長崎地区のほうが、圧倒的に単身

高齢者の方が多い。南のほうは、割と家族がいらっしゃる方が多いのかなというふう

には、数字的には、そういうふうに思っております。 

会 長： この「シニアささえあいステッカー」の取り組みも、とても効果が上がりそうで

すので、また引き続き、２８年度の中で取り組んでいただいて、また結果を出してい

ただければと思います。そのほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。この１

年間、それぞれの地区の特性、それぞれの地域、住民の方々のニーズに基づいて、さ

まざまな取り組みを行い、そして、その結果の中から、また２８年度の目標を立て、

そしてまた展開しているというところでは、各地区の特徴が出ていて、とてもわかり

やすい表になっているかと思います。 包括支援センターの仕事は、ネットワーク形

成とか、あるいは認知度を上げるとか、介護予防の取り組みとか、どれも大事な部分

ではあるんですけれども、やはり包括として、どこを目指していくかというと、この

いけよんの郷の方が書いてくださったような医療・介護・福祉連携と、住民、それか

ら民間活力の協働体制も含めたつながりをつくっていくというところが、やはり地域

包括ケアシステムとして求められている重要な部分かと思うんですね。ですので、ま

たそういったところを大きな目標としながら、それぞれの地域の特色を生かした小目

標、中目標の中で、また引き続き取り組んでいただければというふうに思います。 

 

（２） 平成２７年度介護予防支援業務委託事業所の承認について 

会 長： それでは、続きまして、議事（２）平成２７年度介護予防支援業務委託事業所の

承認について、事務局より説明をお願いいたします。 

事務局： 平成２７年度介護予防支援業務委託事業所の承認についてでございます。 

 毎回お諮りしている内容ですけれども、地域包括支援センターが介護予防支援業務

を委託する場合の委託事業所として適当かどうかについての承認を求めるものでご

ざいます。指定介護予防支援業務の受託要件の記載は、これまでと変わっていません

ので、説明は省略します。今回お諮りしたいのは、新規の受託事業所の区内６カ所、

区外２０カ所で合わせて２６カ所について、今回お諮りします。資料の表頭ですが、

左から事業所番号、事業所名、住所、それから事業所の指定年月日、それから研修の

受講日が記載されています。研修受講日の中に、例えば区外の６番目に遠隔地特例に

該当というのがありますが、ここだけご説明します。該当する研修が実施されていな

い地域の事業所で、遠隔地のため豊島区での研修をやむを得ず受講できない場合に限
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っては、地元の地域包括支援センターから介護予防支援業務を受託している。すなわ

ち、地元自治体が認めているということをもって、本区でも認めることにしたいと 
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いうことです。それから、本日、参考としまして、厚生労働省で公表しているレーダ

ーチャートの資料があります。指定されてから公表までの準備が整うまで若干時間が

かかるということで、まだ間に合っていない事業所も幾つかありますが、それを参考

にしていただけたらと思います。この中で、前回ご指摘もあったところなんですが、

従業者の研修の得点が低い事業所が幾つかございます。これらの事業所につきまして

は、いずれも規模が小さくて自前の内部研修は行えないということで、そのかわり、

外部の研修を受講してスタッフの椅子を確保しているということです。自前の研修を

行わないと自動的に点が低くなってしまうので、結果としては研修の特典が低くなっ

ていますけれども、例えば、１ページ目の事業所、従業者の研修等が１になっていま

すが、こちらの事業所は区内の事業所でして、区が実施している研修をきちんと受講

していただいて、区としても適性を確認しています。説明は、以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

会 長： ありがとうございます。では、ただいまの議事（２）につきまして、ご質問など

はいかがでしょうか。 

委 員： ただいま、ご説明ありがとうございました。小規模の事業においては、そういう

事情があるというように承りまして、区内のさくらさんについては確認しておるとい

うことですが、ほかの区外の事業所、例えばチャートで見ますと１７ページのハーモ

ニーさん、これ、台東区さんですかね、研修のほか、運営・管理も、ちょっと低いよ

うにも見受けられます。そういった区外のところの確認なり、そこら辺の点はいかが

でしょうか。 

事務局： 区外の事業所につきましても、研修受講日等につきましては区のほうで個別に研

修を実施した日を確認しています。遠隔地につきましては先ほどの特例のご説明のと

おりでして、これだけをもって中身についてまで完全かというのは、なかなか難しい

のかなというふうには思っていますが、最低限の確認はさせていただいているという

ふうに考えてございます。 

会 長： 委員、いかがですか。 

委 員： 最低限の確認といいますと、具体的に何か。あるいは、地元の公的なところのご

紹介といいますか、確認とか、とってらっしゃるんでしょうか。 

事務局： 研修につきまして、先ほどのご説明のとおりですが、研修さえ受けていればいい

ものとは考えてませんで、当然、最終的にプランがきちんとできていなければいけな

いということでございますので、当然、そのプランにつきまして、各包括できちんと

確認して、問題ないことは確認してございます。 
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会 長： 介護予防プランを受けている事業所は、その先の高齢者の方もいい事業所であれ

ば引き続き利用されるでしょうし、そうでなければ、だんだんと淘汰されるという面 

 

審 議 経 過 

No21 

での厳しさもあります。しかし、逆に、そういう主張ができない高齢者の方にとって

は、質の悪い事業者をずっと利用せざるを得ないということにもなってきますので、

引き続き包括からの指導と、あとそのケアプランのチェック体制のほうを、強化して

いただいて、何か問題が出た事業者があった場合は、こういった場でもご報告いただ

ければと思います。そのほか、何かご質問、ただいまの議事（２）についてのご質問

などはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。そうしましたら、この資料（２）平

成２７年度介護予防支援事業業務委託事業所の承認について、ご承認いただけますで

しょうか。 

（全員了承） 

会 長： ありがとうございます。 

 

（３）その他 

会 長： それでは、最後になりますが、（３）その他、説明をお願いいたします。 

事務局： 本日ご用意している議題としましては、以上のとおりでございます。 

 冒頭でもお話をさせていただきましたけれども、本日をもちまして、２年間の任期、

終了となります。一応、今回の委員の皆さん、今回で一旦終了となります。２年間、

どうもありがとうございました。この運営協議会ですが、来年からさらに強化してい

きたいというふうに考えています。というのも、本当に地域包括ケアシステム、推進

していくに当たりましても、包括支援センターというのは本当に要になるものでござ

います。包括支援センターの強化を図っていかなければなりませんし、また、高齢者

人口がふえている中で、包括支援センターの数が今のままでいいのかという問題もご

ざいます。多いところは高齢者人口が８，０００名を超えているようなところもござ

いますので、包括の数をふやしていくようなことが求められています。また、先ほど

のアトリエ村包括で、南のほうでは周知不足等の話もありましたけれども、なかなか、

現在の圏域が、本当に住民が認識している地域と完全に一致しているのかというのは

なかなか難しい問題もあろうかと思います。その辺、保健福祉審議会におきましても、

さまざま議論されているところです。今後、その包括支援センターの数をふやしたり、

あるいは圏域を見直したり、そういう重大な案件を、ぜひこの運営協議会においても

ご意見いただきたいなというようなこともございまして、この運営協議会を強化して

いきたいという思いございます。実は、先週、豊島区議会の第１回定例会が終わった

ばかりですが、その第１回定例会におきまして、条例提案しまして、この地域包括支

援センター運営協議会を区の正式な附属機関として位置づけました。これまでは、実
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は正式な附属機関ではない機関だったのですが、正式な会議体となりました。とはい

っても、別にこれまでやっていたのと、そんなに大きくやり方が変わるわけではない 
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のですが、区として正式に位置づけた会議体とした上で、そういう圏域等の重大な案

件についても、ぜひこの会議体において議論していただきたいなというふうに考えて

いますので、また来年度、どういう形にやっていくかというものは改めての検討の部

分もありますけれども、引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。私からは、以

上でございます。 

会 長： ありがとうございます。それでは、圏域については、本当に住民の生活実態と、

あと行政区と、あといろいろな機関の担当区がずれているというのは以前から指摘さ

れている課題でございます。そういった圏域に合わせて、この包括の担当地区と、設

置数が適正であるかどうかというのは、今後、豊島区の包括ケアシステムをつくる上

では非常に重要な事項になってまいりますので、ぜひまた、引き続きご審議、ご検討

をよろしくお願いしたいと思います。あと、副会長も、きょうも参加していただいて

いて、本当に医師会の皆様方が地域に積極的に入っていただき、そして関係者の方々

との交流が飛躍的に進んだ、一年でした。あと、従来からやってきた豊島区の住民参

加と、あと、さらに今、民間企業だとか、あるいは警察だとか郵便局だとか銀行とい

うような、さまざまな公的な機関とのつながりというのも、包括支援センターがネッ

トワーク形成に努めておりますし、コミュニティーソーシャルワークのほうでも取り

組んでおります。そういった住民の生活支援の部分と、医療・保険・福祉連携の二つ

を一つにつなげる地域包括ケアシステムをつくるというところでは、豊島区は全国的

にも先駆的に取り組んでいるのではないかと思います。そういったところでの行政の

システム形成と支援体制、そして医師会や看護師協会、それから社会福祉士会、ケア

マネージャー。介護支援専門協会などの職能団体の皆様方との連携が、この包括支援

センター運営協議会を通して、より、実質的に、具体的に、来年度も展開していける

ように、皆様のご協力、ご支援いただきたいと思っております。それでは、本日の議

事は以上ですが、ほかに何かご意見などございますでしょうか。委員、きょうはご発

言がなかったんですけれども、第１号被保険者として、この運営協議会に参加された

感想とか、もしありましたら簡単にお話しいただければと思いますが。 

委 員： 本当に長い間、いろいろありがとうございました。本当に、皆様が熱心に取り組ん

でいるご様子がよくわかりまして、大変感激しております。また、地域に帰りまして、

かなり、やっぱり高齢の方も、自分もそうですけれども、ふえてきているなと実感し

ておりますので、さらに話し合いというか、お声がけしながら、やっぱり区がこれだ

け熱心に取り組んでいるわけですから、皆さんで協力し合いましょうというようなこ

とで呼びかけていければと思っておりますので、今後とも、どうぞよろしくお願い申
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し上げます。 

会 長： では、一言ずつでもよろしいですので、岸川委員から順番に年度末のご感想等、 
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お願いします。 

委 員： 包括の皆さん、ご苦労さまでした。４月から総合事業ということで、本当に大変

になるかなとは思いますけれども、我々ケアマネも協力できることはしていきたいと

思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

委 員： 一年間というか、さまざまな、やっぱり取り組みというか、それぞれの地域包括

さんが自分たちの特色というか、地域包括さんの、本当に業務は外から拝見していて

多岐にわたると思うんですけれども、その中でも、差別化じゃないですけど、それぞ

れが、やっぱり個性的な何かを目標にしてやっているというところが、とてもよくわ

かって、今後もまた、それぞれの地域包括のメンバーの皆さんとともに、また頑張っ

ていただきたいと思います。ありがとうございました。 

委 員： 豊島区さんの活動は、東京都下のほかの包括さん、いろいろ活動してらっしゃい

ますが、それに比べても、かなり、先ほどのお話のように、進んだ、質・量的にもし

っかりした取り組みをしてらっしゃるんじゃないかと日々感じております。来年度以

降も、ぜひご活躍を期待しております。ありがとうございます。 

委 員： 一つ目は、この会に参加させていただいたのと、私、ほかの管掌がございまして、

医師会自体の運営のことと、あとは地域医療に関係するもの、あと、今年は学校医の

仕事までさせられて、新しい学校健診なんかのこともさせられていたんですが、それ

と、訪問看護ステーションと地域包括支援センターに関係する仕事をさせていただい

てて、こういういろんな仕事ができる立場って余りないものです。今回、何年間かの

間で、包括のいろんな特色、それから皆さんの人となりを見せていただきまして、今

日は、まとめて全部の説明がありましたけど、各事業者さんが胸を張って私たちこれ

をやりましたという、あのスタイルは結構おもしろいなと思っておりました。時間の

短縮もあるんだろうと思いますが。そういった立場から考えると、医師会に所属して

いる医師たちも、いろいろな地域包括支援センターの人たちともっと触れ合わなけれ

ばいけないと思っております。残念なことに、先ほど少し自慢はしましたけれども、

多職種の連携に関しましては、やっぱり出席している医師の範囲が、まだ広がってい

ませんので、それをぜひとも医師会として改善して、在宅あるいは地域で頑張ってい

らっしゃる医師たちに、なるべく出ていただいて、いろんな人と顔のつながりをした

いと思います。みんな、もう知っているからいいんだよなんて言う先生までいらっし

ゃいますんで、それをなるべくないようにしたいと思います。それから、うちの法人

も地域包括支援センターがあるわけですから、総合事業が始まりまして、人的な補償

等があっても、相談件数等が多くなって、いろんな問題が起こると思います。例えば
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ハード面なんかで不足しているものとか、あるいはかなり老朽化しているから改善し

なきゃならないというところが、多分、各法人さん、あるんだろうと思い 

 

審 議 経 過 

No24 

ますので、そういったことに関しましても、区のほうがいろいろと聞く耳を持っていた

だいて、次年度の予算の立て方とか考えていただければありがたいなと思っておりま

す。余計なことを言いまして申しわけございませんが、一言だけ言ってこいと会として

言われたものですから。申しわけございません。 

会 長： ありがとうございました。皆さん、どうもありがとうございました。それでは、事

務局からは、何か追加でございませんか。 

事務局： ございません。 

会 長： それでは、本日は、多くのご意見をいただきましてありがとうございました。これ

をもちまして、本日は終了させていただきます。貴重なお時間を、どうもありがとうご

ざいました。 

 

（閉会） 
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